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要約

　うつ傾向者は，自己や環境の認知が否定的であるといわれている。本研究では，社会的規範を

取り上げ，自己，他者および一般的な善悪の認知に関するうつ傾向者の特徴を検討した。質問紙

により，反社会的行動のリストに対し，①自分が当てはまる程度，（2）他者一般が当てはまる程

度，（3）道徳的に悪い程度について評定を求め，さらに，（4）CESのによって抑うつ傾向を測定

した。抑うつ傾向は男性に限り，自己認知および他者認知と弱い正の相関をもっていたが，女性

には相関が見られなかった。男女とも抑うつ傾向と悪い程度評定とは無相関であった。この結果

は，反社会的行動認知と抑うつ傾向の関係には性による違いが見られること，自他に対する男性

うつ傾向者の否定的認知は一般的な規範認知と無関係に生じることを示唆する。

Abstract

　　It　is　well－known　that　depressive　persons　have　negative　cognition　of　themselves　and

their　environment、　This　study　focused　on　social　norms，　and　attempted　to　clarify　the

characteristics　of　cognition　and　depression　tendency．　College　students　completed　a

questionnaire　which　included　four　parts　of　questions，（1）ratings　of　commitment　of

themselves　to　slight　antisocial　behaviors，②ratings　of　commitment　of　general　others　to

the　same　antisocial　behaviors，（3）ratings　of　ethical　incorrectness　for　the　same　people

and（4）depression　scale（CESの）．　In　male　participants，　there　were　significant　correlations

between　depression　tendency，　cognition　of　self　commitment　and　cognition　of　other’s

commitment．　But，　in　female　participants，　those　correlations　were　not　significant．、　In

both　　sexes，　depression　　tendency　　did　　not　have　signi：ficant　correlation　　to　ethical
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incorrectness．　These　results　suggested　that　there　could　be　sex　differences　in　correlations

between　depression　tendency　and　cognition　of　antisocial　behaviors，　and　male暫s　negative

cognition　for　self　and　others　might　arise　independently　of　general　cognition　of　norm、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自的

　抑うつ者には特有の認知傾向が見られることがしばしば指摘される。特に，自己・世界・未来

の認知が否定的であることが，抑うつ認知の三大徴候（Beck，1976）といわれる。関連して，抑う

つ者が否定的なセルフスキーマをもつこと（Derry＆Kuiper，1981），不適切な自己注目を行う

こと（Pyszczynski＆Greenberg，1987）などが指摘されており，このような認知的特徴が抑う

つを誘発する要因の一部と考えられている。

　一方，セルフ・ディスクレパンシー理論（Higgins，1987，1989）によれば，理想自己，現実自

己，あるべき自己の間の齪齢が情動的な問題を誘発する要因であり，特にうつは，理想自己と現

実自己の齪齢によって起こるとされる。この理論では，自己の目標や規範が否定的情動の一部を

規定すると仮定されている。しかし，一般に，自己評価に影響する要因としては，認知された他

者や外的規準との比較も重要である（Festinger，1954）。

　では，他者認知や一般的な社会的規範の認知と自己認知はうつ傾向とどのように関係するので

あろうか。本研究では社会規範上，「悪いこと」と考えられるが，ある程度実行する可能性のあ

る軽微な反社会的行為をとりあげ，一般的な他者に対する認知（他者一般はどの程度それらの反

社会行為をしているか），自己認知（自分はどの程度それらの反社会行為をしているか），悪い程

度の認知（その行為はどの程度悪いことなのか）がうつ傾向とかかわっているか否かを探索的に

検討する。

　そこでは，軽微なネガティブ行動の自己認知とうつ傾向にどの程度関連があるか否かを確認す

る。そして，関連があった場合には，うつ傾向と一般的な他者に対する認知，自己認知，善悪の

程度の認知が相互にどのような関係を示すかをみる。その目的は，うつ傾向者のネガティブ認知

の生成過程に示唆を得ることである。すなわち，もし，うつ傾向者はネガティブ行動に対する一一

般的な道徳基準をあまりにも高くもっており，この基準との比較において自己認知が否定的になっ

ているのであれば，うつ傾向と悪い程度認知に正の相関が見られるだろう。一方，もしうつ傾向

者が一般的な他者を過剰に善いとみなしており、この一般的な他者との比較において自己認知が

否定的になっているのであれば，一般的な他者に対する認知とうつ傾向には負の相関がみられる

だろう。一般的な道徳基準が高く，かつ，他者を相対的に善いものと認知している結果，自己認

知が下がっているならば，善悪の程度認知と他者一般に対する認知の両者とうつ傾向の間にそれ

ぞれ正および負の相関が見られるだろう。そして，このような比較によるのではなく，自他に対

して単に一般的なネガティブな認知を示すのであれば，一般的な他者に対する認知と自己認知は
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うつ傾向と同程度の正の相関を示すだろう。

　本研究全体の目的は，このような前提に立ってうつ傾向者の社会的比較過程について考察の手

がかりを得・ることにある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法

調査対象者：東海地方の大学生196名（男性76名，女性120名）を対象とした。平均年齢は19。56

歳（範囲18～24歳，SD；1。25）であった。

質　問　紙：質問紙は，①反社会的行動（33項目）について，自分にどれだけあてはまるかを問う

質問（以下，「反社会的行動の自己認知」），②同じ項目について他者一般（同世代の同性）にど

れだけ当てはまるかを問う質問（以下，「反社会的行動の他者認知」），③同じ項目について「ど

れだけ悪いことか」を問う質問（以下，「反社会行動の一般善悪評定」），④抑うつ尺度（CESの；

島ら，1985），などから構成されていた。①②は，「1；まったくあてはまらない～5；非常にあ

てはまる」の5件法，③は「1；まったく悪くない～5；非常に悪い」の5件法，④は4件法

（0～3）をそれぞれ用いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果と考察

反社会的行動の評建項目の作成

　まず，一般的な反社会的行動の評定リストを策定するために，反社会行動の一般善悪評定をと

りあげ，33項目の反社会的行動リストについて男女別に因子分析（主因子法，バリマックス回転）

を行った。固有値の減衰状況および解釈のしゃすさから男女とも3因子解が妥当であると思われ

た。各因子に高い負荷を示した項目内容を検討し，男女はおおむね同一の因子構造であると考え

られたため，以降は男女のデータを込みにして分析した。再度，因子分析を行い，固有値1以上

の基準，固有値の減衰状況から3因子解を得た。33項目の因子負荷量をTable　lに示す。

　これら3因子は，項目内容：から，それぞれ「軽微な反社会的行動」因子，「犯罪・暴力行動」

因子，「意地悪」因子と考えられた。本研究では，自己および他者の行動に対する認知を検討す

る目的からして，ほとんどの大学生がある程度実行する可能性があり，現実味のある行動に評定

対象を限定することが妥当と思われた。そこで以降は，「軽微な反社会的行動」因子のみをとり

あげ，評定項目を検討した。

　項目の絞り込みにあたっては，Table　1に示した第一因子に。40以上の負荷を示した項目につ

いて，「反社会的行動の自己認知」，「反社会的行動の他者認知」「反社会行動の一般善悪評定」の

評定ごとに，因子分析（主因子法）を行い，すべての評定において高い因子負荷量を示す項目を

選択した。その結果，10項目（「家でほとんど勉強しない」「よく親に口答えをする」「夜遅くま

で外出する」「授業を聞かないで，寝る」「授業をサボる」「学校を遅刻する」「家出をする」「家
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でテレビばかり見ている」「成績がとても悪い」「自分の部屋がいつも散らかっている」）が選定

された。

　これらを尺度項目と見なした場合のα係数は，反社会的行動の自己認知について。72，反社会

的行動の他者認知について．87，反社会的行動の一般善悪評定について。91であり，いずれも一

定の一貫性が認められた。そこで，10項目の合計得点を算出し，以降の分析に用いた。

Table　l．、反社会的行動に対する一般善悪評定の因子分析結果、

F1 F2 F3

19．授業を聞かないで、寝る

28．成績がとても悪い

27．家でテレビばかり見ている

20．授業をサボる

29．自分の部屋がいつも散らかっている

24．学校を遅刻する

17．夜遅くまで外出する

8．家でほとんど勉強しない

25．家出をする

10．よく親に［答えをする

12．金銭の使い方が荒い

16．先生に反抗する

3．仮病をつかう

9．未成年で酒を飲む

13．親にうそをつく

32．お店で、渡されたおつりが多くても、そのままもらう

11．必要なものをよく忘れる

33．あまり親しくない友人にはノートを貸さない

18．未成年でたばこを吸う

23．親に暴力をふるう

22．不正乗車をする

14．人とけんかをして怪我をさせる

15．弱い立場の人をいじめる

21．人のものを盗む

31．シンナーを吸う

30．カッとなって暴れる

26．補導される

2．人の悪口を言う

7．人の気持ちを害することを、意識的に言う

5．自分がしたことについて責任転嫁しようとする

4．気にくわない人には、礼儀正しく振舞わない

1．自分がうまくいかないと他人を恨む

6．人の不幸を見て、ざまあみうと感じる
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　10項目の反社会的行動の自己認知得点の平均は2498（SD6。54），他者認知の平均は29。87（SD7、

25）であり，この差は有意であった¢（195）一＆69，．ρ＜．001）。これは，一般的なセルフ・サービ

ングバイアス（例，Kruger，1999）を反映するものと考えられる。一方，自分認知，他者認知，

一般善悪認知のいずれにおいても有意な性差はみられなかった（6検定による）。

　また，他者と比較した場合の，自己の主観的な反社会性を算出する目的で，反社会的行動の他

者認知得点と自己認知得点との差（以下，「他者認知と自己認知の差」）を算出して検討の対象と

した。

うつ傾向尺度得点

　うつ傾向としてCESのの合計得点を算出した。男性の平均得点は2L71（SD10．17），女性の平

均得点は2228（SDIO．30）であり，有意差はみられなかった¢194－0．381，　n。s。）。男女込みの平

均得点は22．06（SD10．23）であり，当該尺度の一般的な社会人のうつ病カットオフポイントであ

る16点からすると調査対象者の過半数（6＆4％）がうつと判定される。しかし，同年代を対象とす

る他の報告（たとえば，小林ら，2005）も同様の結果を示しており，本研究の対象者が特異であっ

たわけではない。

主要：な変数の相関

　Table　2に男女の主要な変数問の相関を示す。

　　Table　2。主要な変数の相関係数行列．各セルの上段は男性，下段は女性の結果を示す。

1 2 3 4

1．CESの

2．反社会的行動の自己認知

3．反社会的行動の他者認知

4．反社会的行動の一般善悪評定

5。他者認知と自己認知の差

．30＊＊

ユ0

．36＊＊

ユ1

ユ1

ユ4

。08

．02

37＊＊

。34＊＊

．01

。。03

．．52＊＊

㌦50＊＊

。。04

㌦04

。61＊＊

．65＊＊

．．04

㌦01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　co：r：relation（！）　＊＊ρ＜。01，＊ρ＜。05

　男性において，反社会的行動の自己認知はうつ傾向と弱いが有意な正の相関をもっていたが，

女性には相関が見られなかった。したがって，男性うつ傾向者は軽微な反社会的行動について自

己を否定的に認知している傾向が示された。また，男性のうつ傾向者は，反社会的行動について

他者認知とも正の相関を示した。このことから，軽微な反社会的行動について健常範囲の男性う
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つ傾向者は，「自分だけが行っている」と認知しておらず，うつ傾向が高いほど自分と他人の両

方がいっそう行っていると認知していることが示唆された。

　一方，一一般善悪判断は男女ともうつ傾向と相関を示さなかった。このことは，男性において，

単に道徳的規範意識が高いことが自他の行為を否定的に認知する原因ではないことを示唆する。

また，うつ傾向と「他者認知と自己認知の差」にも相関はみられず，この範囲で，自他の比較が

うつ傾向にかかわっている可能性は低いことが示唆された。

重回帰鈴析（男性のみ）

　男性において，反社会的行動の自己認知と他者認知がうつ傾向と正の相関を示したので，男性

について，CE8D得点を従属変数とし，反社会的行動の自己認知・他者認知・一般善悪評定を

予測変数とする重回帰分析（強制投入法）を行った（Table　3）。

Table　3．　CES－D得点を従属変数とし，反社会的行動の自己認知・他者認知・一般善悪評定

　　　　を予測変数とする重回帰分析の結果（強制投入法：男性のみを対象）．

β 6

反社会的行動の自己認知

反社会的行動の他者認知

反社会的行動の一般善悪評定

ユ89

298

ユ17

1．649

2．588

1。096

ユ04

．012

。277

　モデル全体の重決定係数は。179であり，予測力は有意であった（π（3，72）一5、16，．ρく。Ol）。　CE8

D得点を有意に予測した変数は，反社会的行動の他者認知のみであった。サンプルサイズが小

さく，限定的なデータであるものの，反社会行動においては他者に対するネガティブ認知がうつ

傾：向と最：も関連が強いことが示唆された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめ

　以上のように，うつ傾向は，男性に限り，反社会的行動に関して自他の否定的認知と関連を持

つが，自他の比較とは関連が低いこと，一般的な規範意識の高さとは関連がないことが示された。

これは，うつ傾向者の否定的認知が自他の比較や自分と主観的な規範との比較過程によるのでは

なく，自他を全般的に「悪いことをしがち」と認知している結果である可能性を示唆する。

　一方，女性については，反社会行動に対する認知はうつ傾向と関係を示さず，男性と相関の様

子がかなり異なることが示された。この違いが何に起因するかは明らかではない。ひとつの可能

性として，反社会行動において，女性は性役割期待がより強い抑制要因となっているため，性役

割に関する認知などが反社会行動認知に及ぼす影響が強くなる結果，うつ傾向との関連がかき消

されることがあるだろう。
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　今後は，調査対象者数を増やして今回の知見を確認すること，反社会的行動以外の認知で性差

や自他の比較過程を検討すること，などが課題となる。
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